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＜病棟連絡事項＞
・西病棟の作業療法室の利用曜日が7月から下記の通り変更となります。

従来：月曜9:30～、火曜14:00～

7月 ：月曜9:30～、水曜9:30～
患者ミーティングでお知らせしていきましょう。

＜ベッドコントロール＞

・宮　誠肯様～本日自宅へ退院となっています。

・品田　潮様～6/28東病棟から転入予定となっています。
＜患者様連絡事項＞
・吉田　安男様～本日より外泊訓練に向かわれています。

・野田　敏治様～清岳園より連絡あり、退院日7/1（月）10：00、初外来日7/25（木）11：30で希望されています。主治医確認し、初外来予約と退院時処方18日分（合計28日分）頂いています。

・磯島　沙耶加様～主治医より本日からの血糖測定中止、間食禁止の指示があります。

・川原　サエ子様～主治医よりピコスルファートNa内用液2本処方となっています。
・成田　賀枝様～服薬ゼリーの在庫少ない為、御家族へ架電していますが不在です。折り返しあれば届けて頂きたい旨をお伝えください。
・森　政博様～御家族より連絡あり、昨日の診察で転院についてお伝えしていることを説明しています。退院当日は9:20～9:30頃来院予定となっています。退院時処方4日分頂いています。
・佐々木　友彦様～外泊訓練について担当より架電していますが不在です。折り返しあれば独居ですが外泊時は送迎や自宅での様子を確認頂くのに協力が必要となることをお伝え下さい。
＜要注目患者様ケース検討＞
・飯田　修子様～昨日不穏時薬使用後就床前薬服用する前に入眠しており介入しています。日中も自身の要求が通らないことで不機嫌となり大声をあげることがあります。他者トラブルはありません。
・高柳　和子様～深夜帯不眠時薬使用しますが不眠で経過、脱衣してタオルを巻いたまま座る様子があります。日中は着衣していますが、廊下にしゃがみ込み独語する様子あり見守り要しています。
・西川　和恵様～飯岡未来様に対し「ブスになるって」と一方的に話すことや24号室へ入りリハビリパンツを渡そうとする行動があり都度介入を要しています。

・安達　貴浩様～他者にお菓子をもらおうとする、29号室へ入って行くことや高柳和子様への粗暴行為があり都度介入要しています。振り返りを行っていますが内省できず表面的です。
・中里　慶子様～園芸療法の水やりに対する拒否的言動や一部妄想様の言動があります。本日は声掛けせず今後の参加については検討する事Tとしています。
＜馬渡Dr.患者様診察情報＞
・壬生　覺様～診察時、本日酒歴発表である事について主治医に聞かれ、緊張は無く、「みんなの発表を聞くのが楽しみです。」と話されている。レグテクトの内服に関しては「特に飲んでいて問題は無いです。」と話されている。内服していて問題が無ければ外来でも処方を継続としていく方針である事を説明され、了承されている。臨時薬は同内容で退院時処方を含み、15日分処方となる。又、6/29の退院指示と便秘時のピコスルファートＮａ内用液1本処方して頂いている。
・佐々木　友彦様～診察時、外泊訓練について本人の父の兄弟の子供である「佐々木　京子様」に協力が得られる事を本人が確認した為、その方に協力してもらって外泊を進める形でもよいか？と主治医へ確認しており、入院の同意者である長男様からも了承を得た上で外泊訓練を進めるように、との説明を受けている。臨時薬はアレルギーの薬は処方不要との本人からの申し出があり、フェキソフェナジン塩酸塩OD錠120mgが終了となり、他同内容で7日分処方となる。
・廣瀬　智幸様～診察時、退院後に関して職場復帰を考えているが、実際にすぐに働けるのか？体力的にも大丈夫か？等といった不安でもやもやしている為、退院後、少し休んでから復帰しようと思うと胸の内を語っている。又、なんとなくふわふわする感じがあるとも話されていた。臨時薬はレキサルティOD錠1mg→2mgへ増量、他同内容で7日分処方となる。
・佐々木　康子様～診察時、調子について問われ、「いいです。」と返答されている。入浴するよう促され、「分かりました。」と淡々と返答されている。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・駒木　洋士様～診察時、調子について「普通です。」と表情良く返答されている。本人より退院に関して確認あるが、主治医としてはいつでも可だが、姉様と話し合い、退院後のサービス調整等を行っていく必要がある事を説明され、了承されている。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
＜アルコール依存症治療プログラム取組状況確認＞

・壬生　覺様～本日酒歴発表、6/29退院。

・柏崎　進也様～内観療法実施中。プログラムの拒否的言動や途中で退院を希望する発言があるなど断酒意志は希薄。主治医より3期までは継続するよう伝えられている。
・廣瀬　智幸様～実践（社会生活編）実施中、2回目の入院となっている為、断酒が継続されるようプログラムへ取り組んでいる。
・石戸谷　愛子様～高齢者プログラム導入予定、準備中。
